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第
１
回
臨
時
会
は
２
月
９
日

に
招
集
さ
れ
、
２
月
１４
日
ま
で

の
６
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま

し
た
。�

　
本
臨
時
会
で
提
案
さ
れ
た
議

案
は
、「
保
育
所
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
廃
止
に

つ
い
て
」
の
１
件
で
す
。�

　
こ
の
議
案
は
、
平
成
１６
年
第

３
回
定
例
会
に
お
い
て
可
決
さ

れ
た
、
平
成
１７
年
度
か
ら
の
保

育
園
民
営
化
に
関
す
る
規
定
を

整
備
し
た
「
保
育
所
設
置
条
例

の
一
部
改
正
」
に
反
対
す
る
住

民
か
ら
の
直
接
請
求
に
よ
り
提

案
さ
れ
た
も
の
で
、
請
求
代
表

者
の
意
見
陳
述
な
ど
を
行
い
、

反
対
多
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。�

�������������

�������

質
疑
　
今
回
の
住
民
直
接
請
求

に
対
す
る
認
識
と
直
接
請
求
に

至
っ
た
原
因
に
つ
い
て
、
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

答
弁
　
桔
梗
保
育
園
の
民
営
化

に
係
る
条
例
等
に
つ
い
て
は
、

昨
年
の
９
月
定
例
会
で
十
分
議

論
さ
れ
、
可
決
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
経
過
を
考

え
る
と
、
今
回
の
直
接
請
求
は

非
常
に
残
念
に
思
う
。�

　
ま
た
、
直
接
請
求
に
至
っ
た

原
因
に
つ
い
て
は
、
国
の
基
準

等
に
対
す
る
独
自
の
見
解
を
持

た
れ
る
方
や
公
立
保
育
園
の
公

的
役
割
を
主
張
し
、
民
営
化
そ

の
も
の
に
反
対
の
方
等
を
中
心

に
活
動
さ
れ
、
今
回
の
請
求
に

至
っ
た
と
考
え
て
い
る
。�

��

質
疑
　
民
間
へ
移
管
後
の
桔
梗

保
育
園
の
保
育
内
容
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。�

答
弁
　
児
童
の
精
神
的
負
担
軽

減
等
の
た
め
、
従
前
の
保
育
内

容
な
ど
の
引
き
継
ぎ
に
関
す
る

保
護
者
の
要
望
に
最
大
限
配
慮

し
、
現
在
の
保
育
内
容
や
行
事

に
つ
い
て
は
、
移
管
先
法
人
と

市
、
保
護
者
が
協
議
の
上
、
民

営
化
後
も
大
き
な
変
化
が
な
い

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。�

�����������������

質
疑
　
移
管
先
法
人
の
保
育
士

の
配
置
数
で
、
こ
れ
ま
で
の
保

育
を
保
障
で
き
る
の
か
。�

答
弁
　
保
育
士
の
配
置
数
に
つ

い
て
は
、
基
本
的
に
移
管
先
法

人
の
考
え
方
に
よ
り
配
置
数
が

決
定
さ
れ
る
が
、
移
管
先
法
人

の
経
営
努
力
や
工
夫
、
ゼ
ロ
歳

児
に
係
る
市
か
ら
の
支
援
等
に

よ
り
、
国
の
最
低
基
準
を
一
定

程
度
超
え
た
保
育
士
が
配
置
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
保
育
内
容

の
継
承
に
つ
い
て
は
、
十
分
に

果
た
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。�

����

　
保
育
所
設
置
条
例
の
一
部
改

正
の
廃
止
に
対
し
、
次
の
と
お

り
、
３
会
派
が
反
対
・
賛
成
の

意
見
を
述
べ
ま
し
た
。�

　
　
　
▽
民
主
・
市
民
ネ
ッ
ト

は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、

今
回
の
民
営
化
に
よ
り
生
み
出

さ
れ
た
財
源
の
効
果
的
運
用
に

よ
り
、
市
全
体
の
保
育
環
境
を

向
上
さ
せ
、
公
民
格
差
を
是
正

す
る
と
と
も
に
、
次
世
代
育
成

支
援
、
子
育
て
支
援
全
般
に
資

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。�

　
ま
た
、
ゼ
ロ
歳
児
へ
の
保
育

士
配
置
を
１
名
多
く
す
る
予
算

措
置
や
保
護
者
を
含
め
た
評
価
・

検
証
シ
ス
テ
ム
の
確
立
等
に
よ

り
、
民
営
化
に
伴
う
保
護
者
の

不
安
感
も
解
消
さ
れ
る
と
し
て
、

反
対
の
討
論
を
行
い
ま
し
た
。�

▽
公
明
党
は
、
費
用
対
効
果
の

面
か
ら
も
民
営
化
し
た
方
が
有

利
で
あ
り
、
現
在
の
公
民
格
差

の
是
正
が
必
要
で
あ
る
こ
と
や
、

特
別
保
育
の
実
施
状
況
を
考
慮

し
て
も
民
間
の
方
が
多
様
性
に

富
ん
だ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

る
。�

　
ま
た
、
民
営
化
に
よ
り
生
じ

た
財
源
で
保
育
園
、
幼
稚
園
通

所
者
に
限
ら
ず
、
全
て
の
子
育

て
家
庭
へ
の
支
援
策
を
充
実
し
、

支
援
の
平
等
性
、
公
平
性
を
積

極
的
に
進
め
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
し
て
、
反
対
の
討
論
を

行
い
ま
し
た
。�

　
　
　
▽
日
本
共
産
党
は
、
保

育
所
設
置
条
例
の
一
部
改
正
は
、

度
重
な
る
保
護
者
の
反
対
の
声

を
無
視
し
て
議
案
が
提
案
さ
れ

た
こ
と
で
、
住
民
意
志
と
相
容

れ
な
い
状
況
が
生
ま
れ
、
直
接

請
求
が
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。�

　
こ
の
問
題
は
単
に
保
育
園
民

営
化
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、

市
政
の
民
主
的
な
運
営
に
関
わ

る
重
大
問
題
で
あ
り
、
函
館
市

政
を
民
主
的
な
軌
道
に
戻
す
た

め
に
も
、
誤
っ
た
決
定
を
白
紙

に
戻
す
べ
き
で
あ
る
と
賛
成
の

討
論
を
行
い
ま
し
た
。�

�
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討
　
論�

討
　
論�

第 1 回 �

市
議
会
臨
時
会

市
議
会
臨
時
会�

市
議
会
臨
時
会

市
議
会
臨
時
会�

市
議
会
臨
時
会�

桔梗保育園桔梗保育園�桔梗保育園�

議会の傍聴を�
お待ちしています�
次回定例会は６月中旬�
の予定です。�
ぜひ、お越しください。�

管
後
保
育
士
の�

配
置
数
と
保
育
内
容�

移�

反
対�

賛
成�

議 案 採 決 結 果 　第１回臨時会�
結果は議案にそれぞれ表示�
●＝賛成少数で否決�

条例の廃止・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１件�
  ●保育所設置条例の一部を改正する条例の廃止�
    反対　民主・市民ネット、はこだて市民クラブ、�
    　　　市民自由クラブ、公明党、南かやべ議員団、�
    　　　恵山議員団、といグループ、椴法華クラブ、�
    　　　無所属（２名）�
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本
会
議
最
終
日
に
予
算
特
別

委
員
会
の
審
査
報
告
を
受
け
、

議
案
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
賛

同
を
求
め
た
も
の
で
す
。�

　
日
本
共
産
党
は
、�

○
一
般
会
計
予
算
○
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
○
自

転
車
競
走
事
業
特
別
会
計
予
算

○
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正

○
保
健
所
使
用
料
及
び
手
数
料

条
例
の
一
部
改
正
○
図
書
館
条

例
の
一
部
改
正
の
６
議
案
に
つ

い
て�

　
今
回
の
議
案
の
中
に
は
、
市

立
桔
梗
保
育
園
の
民
営
化
に
関

連
す
る
議
案
が
あ
り
、
公
立
保

育
園
民
営
化
に
反
対
す
る
と
い

う
立
場
か
ら
、
一
般
会
計
予
算
、

職
員
定
数
条
例
の
改
正
に
反
対

す
る
。�

　
国
民
健
康
保
険
料
に
つ
い
て

は
、
限
度
額
に
達
し
て
い
る
世

帯
以
外
の
保
険
料
は
、
料
率
が

ア
ッ
プ
し
、
値
上
げ
と
な
っ
て

お
り
、
市
民
に
負
担
を
強
い
て

い
る
。�

　
競
輪
事
業
の
収
支
試
算
は
甘

く
、
年
々
売
り
上
げ
も
落
ち
て

お
り
、
現
段
階
で
は
予
算
に
対

し
賛
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。�

　
市
民
意
見
の
中
に
は
、
公
共

施
設
の
駐
車
場
の
無
料
化
を
求

め
る
声
や
、
施
設
の
性
格
に
合

っ
た
駐
車
場
の
あ
り
方
の
見
直

し
を
求
め
る
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
が
、
中
央
図
書
館
駐
車
場
、

保
健
所
駐
車
場
の
有
料
化
に
つ

い
て
は
こ
れ
ら
の
声
が
反
映
さ

れ
て
い
な
い
。�

　
と
反
対
し
た
。�

　
こ
の
ほ
か
、
賛
成
お
よ
び
反

対
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。�

����
　
第
１
回
定
例
会
で
議
員
提
案

さ
れ
た
意
見
書
は
、
次
の
９
件

で
す
。�

◎
中
小
企
業
対
策
の
充
実
・
強

　
化
に
関
す
る
意
見
書�

○
地
域
に
お
け
る
雇
用
・
就
業�

　
対
策
の
拡
充
強
化
を
求
め
る

　
意
見
書�

◎
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
に

　
基
づ
い
た
子
ど
も
の
権
利
保

　
障
を
求
め
る
意
見
書�

○
所
得
税
等
の
定
率
減
税
縮
減

　
・
廃
止
に
反
対
す
る
意
見
書�

○
政
治
資
金
規
正
・
透
明
化
推

　
進
を
求
め
る
意
見
書�

◎
発
達
障
害
児
（
者
）
に
対
す

　
る
支
援
促
進
を
求
め
る
意
見

　
書�

○
サ
ッ
カ
ー
く
じ
制
度
の
根
本

　
的
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書�

○
Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
不
拡
散
条
約
）

　
再
検
討
会
議
成
功
に
関
す
る

　
意
見
書�

◎
国
立
大
学
授
業
料
の
値
上
げ�

　
に
慎
重
を
期
す
こ
と
を
求
め

　
る
意
見
書�

　
　
◎
＝
満
場
一
致
で
可
決�

　
　
○
＝
賛
成
多
数
で
可
決�

����

　
第
１
回
定
例
会
で
は
、
次
の

決
議
が
全
会
派
共
同
で
提
案
さ�

れ
、
可
決
し
ま
し
た
。�

�����������������������

◎
函
館
の
地
域
経
済
を
守
り
、

　
駅
前
・
大
門
地
区
お
よ
び
各

　
商
店
街
の
衰
退
を
招
か
な
い

　
決
議
（
全
文
掲
載
）�

　
　
◎
＝
満
場
一
致
で
可
決�

�������������������������������

����

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会�

　
　
　
　
委
員
の
選
任
の
同
意�

　
　
高
�
田
　
健
　
二
　
さ
ん�

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦�

   

　 

佐
　
藤
　
紀
　
子
　
さ
ん�

    

　
前
　
田
　
健
　
三
　
さ
ん�

    

　
吉
　
田
　
幸
　
子
　
さ
ん�

    

　
寺
　
西
　
　
　
浩
　
さ
ん�

は こ だ て 市 議 会 だ よ り� 平成17年4月24日発行�

14

討
　
論�
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論�

意
見
書�

決
　
議

決
　
議�

決
　
議�

函館の地域経済を守り、駅前・大門地区および各商店街の衰退を招かない決議�
　函館市の経済状況は、公共投資や個人消費の低迷が続き、いまだ厳しい状況から脱
することができず、地域の購買力も毎年前年比を下回る状況が続いている。�
　また、函館市は他都市と違い、一つの街に都心商店街の駅前・大門地区、新都心商
店街を形成する本町・五稜郭・梁川地区、美原地区、湯川地区のほか、いくつかの商
店街が分散しながら商業活動を行っている。�
　そして、まさしくその商店街の核施設として、ダイエー系列のスーパーが存在して
いる。�
　とりわけ、五稜郭地区、湯川地区の店舗は、その規模から地域商店街になくてはな
らない施設であり、中でも函館駅前に立地しているダイエー系列の棒二森屋は、１００
年以上市民に親しまれている老舗商業施設であり、昨年度新しくなった駅舎を含めた
中心市街地の核施設として、欠かすことのできないものであるとともに、昨年、着工
が決定した北海道新幹線や、国際水産・海洋都市構想に基づく各種施策を推進する地
域として、さらには中核都市としての駅前の顔となる重要な核施設である。�
　そのような中、産業再生機構はダイエーの再建に乗り出し、再建支援企業として丸
紅を中心としたスポンサーが決まったが、その再生シナリオの中で、中心市街地の核
商業施設である棒二森屋、ダイエー五稜郭店、そして湯川店のほか、市内にある１２
店舗を含め道内に展開している１９店舗にもその影響が及ぼうとしている。�
　この度の再建策の展開によっては、函館市経済に与える影響、さらには都心商店街
のイメージを損なう甚大な影響が想定され、市民が期待する中心市街地は崩壊へと進
むことになる。�
　よって函館市議会は、函館市の地域経済を守り、市民と密着した商業施設の維持存
続を求めるとともに、とりわけ駅前・大門地区の衰退を招かないよう、棒二森屋の存
続を強く求めるものである。��

　以上、決議する。�
　平成１７年３月１４日�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　函　館　市　議　会�

▼「公立高等学校配置の基本指針と見通し」を見直すとともに、道民�
　合意のない拙速な高校通学区域の拡大を行わないことを求める陳情�
▼郵政公社の国民サービスの向上とユニバーサルサービスの確保を求�
　める陳情�
▼寒冷地手当の「見直し」改悪を行わず、改善を求める陳情�
△郵政民営化に反対し、国民本位の郵便局サービスの拡充を求める意�
　見書提出に関する陳情�

△＝継続審査 　　▼＝取下げ承認�
（前定例会から引き続き継続審査となった陳情は掲載しておりません。）�

平  １５.６.６�
 �

１６.２.２７�
�

１６.５.２５�
１７.３.７�

件　　　　　　　　名�

陳情処理結果  第１回定例会�

受理年月日�
人
事
案
件�


